は 本当に 困って しまいました。 

「帽子 を 持って 寝た の は 一昨 CQ の晚 で、 昨夜 は ひよ つ 

とすると そうする の を 忘れた のか も 知れない」 とふと 

その 時 思いました。 そう 思う と、 持って 寝た ようで も 

あり、 持つ の を 忘れて 寝た ようで もあります。 「きつ 

なか くち 

と 忘れたん だ。 そんなら 中の 口にお き 忘れて あるんだ 

そうだ」 僕 は 飛び上がる ほど 嬉しくな りました。 中の 

ひさし 

口の 帽子 かけに 庇の ぴかぴか光った 帽子が、 知らん 

顔 をして ぶら下が つ てい るんだ。 なんの こったと 思う 

ふすま いきおい 

と、 僕 は ひとりでに 面白くな つて、 襖 を がらつ と 勢 

よく 開け ましたが、 その 音に おとう さんやお かあさん 



ひら おうら い ころ だし 

開いて、 帽子が ひょいと 往来の 方へ 転がり 出ました。 

格子戸の むこうに は 雨戸が 締ま つ ている はずな のに、 

今夜に 限って それ も 開いて いました。 けれども 僕 は そ 

んな こと を 考えて はいられませんでした。 帽子が どこ 

うち あわ 

かに 見えな くなら ない 中に と 思って、 慌てて 僕 も 格子 

戸の あきまから 龃け 出しました。 見る と 帽子 は 投げら 

れた 円盤の ように 二、 三^ 先き を くるくると まわって 

行きます。 風 も 吹いて いないのに 不思議な ことでした。 

僕 は 何しろ 一 生 懸命に 龃け 出して 帽子に 追いつき まし 

た。 まあよ かった と 安心しながら、 それ を 拾おうと す 

じようず 

ると、 帽子 は 上手に 僕の 手から ぬけ 出して、 ころころ 



てんすいおけ 

からかう 小僧の いる 酒屋の 天水桶に 飛び乗って、 そこ 

で また きりきり舞い をして 桶の むこうに 落ちた と 思う 

はす げん ながや 

と、 今度 は斜 むこうの 三 軒 長屋の 格子窓の 中 ほどの 所 

を、 風に 吹きつけられ たように かすめて 通って、 それ 

からまた 往来の 上 を 人通りが な いのでい い 気にな つ て 

走ります。 僕 も 帽子の 走る とお リを、 右に 行ったり 左 

に 行ったり しながら 追い かけました。 夜の こと だから 

そ 7 J いらは 気味の 悪 い ほど 暗い の だけれ ども、 帽子 だ 

きしょ う 

け ははつ きりとし ていて、 徽章まで ちゃんと 見えて い 

ました。 それ だのに 帽子 はどうしても つかまりません。 

うち く や 

始めの 中 は 面白く も 思い ましたが、 その 中に 口惜しく 



いきなり 飛び つこうと しました が、 やはりお とうさん 

もお かあさん も 狸の 化けた ので はない かと、 ふと 気が 

付く と、 何んだ か 薄 気味が 悪くな つて 飛びつ くの を や 

めました。 そしてよ く 二人 を 見て いました。 

おとうさん もお かあさん も 僕が ついそば にいる のに 

少しも 気がつかない らしく、 おかあさん は 僕の 名 を 呼 

びつ づけながら、 箪笥の 引出し を 一 生 懸命に 尋ねて い 

め 力ね J 

ら つ しゃる し、 おとうさん は 涙で 曇る 眼鏡 を 拭きな が 

ら、 本棚の 本 を 片端から 取り出して 見て いらっしゃ 

うち 

います。 そうです、 そこに は 家に ある 通りの 本棚と 簞 

笥 とが 来て いたのです。 僕 はいくら そんな 所 を 探し 



やはり それ は 本当のお とうさんと おかあさんでした _ 

それに 違いありませんでした。 あんなに 僕の こと を 

ほか 

思 つ て くれる おとう さんやお かあさんが 外に ある はず 

かお じゅう 

はない のです もの。 僕 は 急に 勇気が 出て 来て 顔 中が 

にこに こ 笑いに なり かけて 来ました。 「わつ」 といつ 

おどろ 

て 二人 を 驚かして 上げようと 思って、 いきな リ 大き 

な 声 を 出して 二人の 方に 走り 寄りました。 ところが ど 

うした ことでしょう。 僕の 体 は 学校の 鉄の 扉 を 何の 苦 

もな く 通りぬ けたよう に、 おとうさんと おかあさんと 

を 空気の ように 通りぬ けて しまいました。 僕 は 驚いて 

振り返って 見ました。 おとうさんと おかあさんと は、 
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